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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次

第43期

第３四半期

累計期間

第44期

第３四半期

累計期間

第43期

第３四半期

会計期間

第44期

第３四半期

会計期間

第43期

会計期間
自　平成22年３月１日

至　平成22年11月30日

自　平成23年３月１日

至　平成23年11月30日

自　平成22年９月１日

至　平成22年11月30日

自　平成23年９月１日

至　平成23年11月30日

自　平成22年３月１日

至　平成23年２月28日

売上高 （千円） 10,075,75610,069,2593,283,2873,150,13113,897,666

経常利益 （千円） 346,721364,130105,908 39,527 575,689

四半期（当期）純利益 （千円） 165,748 92,437 48,168 4,396 276,141

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － － － －

資本金 （千円） － － 369,266369,266369,266

発行済株式総数 （株） － － 5,270,0005,270,0005,270,000

純資産額 （千円） － － 1,406,3701,558,4011,517,533

総資産額 （千円） － － 6,563,0836,536,3266,156,897

１株当たり純資産額 （円） － － 278.43 308.53 300.44

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

（円） 32.81 18.30 9.54 0.87 54.67

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － 10.00

自己資本比率 （％） － － 21.4 23.8 24.6

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 104,614△257,902 － － 674,395

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 17,837△44,470 － － △12,207

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △254,895 50,678 － － △614,054

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － － 667,557596,439848,134

従業員数 （人） － － 260 249 257

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。 

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

　　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重

要な変更はありません。

　
３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

　提出会社の状況

平成23年11月30日現在

従業員数(人) 249 （677）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)部門別売上状況

当第３四半期会計期間の部門別売上状況は次のとおりであります。

　

部門 売上高（千円） 前年同四半期比(％)

（直営店売上） 　 　

　　リビンググッズ 356,206 85.7

　　ダイニンググッズ 282,006 86.5

　　ライフファブリックス 1,591,693 101.6

　　バラエティグッズ 781,357 98.3

直営店売上 3,011,263 97.0

その他の売上 138,867 77.6

合計 3,150,131 95.9

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記各部門に含まれる品目は次のとおりであります。

リビンググッズ…………小家具、照明具、時計、造花、花瓶、写真立て、プランター等

ダイニンググッズ………和・洋食器、カトラリー、調味料入れ、キッチンツール等

ライフファブリックス…テーブルクロス、エプロン、パジャマ、タオル、ひざ掛け等

バラエティグッズ………バストイレタリー、ステーショナリー、ぬいぐるみ、ポプリ等

３　その他の売上には、フランチャイズ店への商品及び用度品の卸売上、ロイヤリティ等が含まれております。

　
(2)部門別仕入状況

当第３四半期会計期間の部門別仕入状況は次のとおりであります。

部門 仕入高（千円） 前年同四半期比(％)

（直営店仕入） 　 　

　　リビンググッズ 146,648 78.3

　　ダイニンググッズ 160,072 90.5

　　ライフファブリックス 986,594 102.6

　　バラエティグッズ 536,361 102.8

直営店仕入 1,829,677 99.0

その他の仕入 60,218 56.4

合計 1,889,895 96.7

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記各部門に含まれる品目は次のとおりであります。

リビンググッズ…………小家具、照明具、時計、造花、花瓶、写真立て、プランター等

ダイニンググッズ………和・洋食器、カトラリー、調味料入れ、キッチンツール等

ライフファブリックス…テーブルクロス、エプロン、パジャマ、タオル、ひざ掛け等

バラエティグッズ………バストイレタリー、ステーショナリー、ぬいぐるみ、ポプリ等

３　その他の仕入には、フランチャイズ店への卸売上に係る商品等の仕入が含まれております。

　

EDINET提出書類

株式会社パスポート(E03301)

四半期報告書

 4/29



　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長と震災からの急速な生産活動の回復も

あり、企業業績は緩やかに回復しつつありましたが、タイで発生した洪水や欧州の財政状態悪化の影響もあ

り、株安・円高が長期化して景気の先行きにつきましては、一段と不透明感が濃くなっております。

こうした状況のなかで、当社は中期経営計画『P’ECE』をスタートさせ、「カワイイ」商品・「楽しい」

品揃え・「気持ちいい」お買い物を、もっと多くのお客様にご提供することに全社を挙げて邁進しており

ます。当事業年度は、その初年度として、積極的な店舗展開に向けて出店を再開し、店舗開発本部を設置して

ローコスト出店の実験、収益性の分析、2ヶ月に1度の出店判定会議を開催して、出退店の迅速な判断と新店

の成功パターンを積上げております。

また、気持ちいいお買い物を通して、より多くの方に「パスポートファン」になってもらえるよう、ミス

テリーショッパーによる顧客満足度調査を活用して、全社でCS向上に取り組んでおります。

その方針により、当第３四半期会計期間の店舗展開は、直営店が「Passport」ブランドで6店舗出店しま

した。

また、新しく「親子で料理を作る」をキーワードとした「Fam Mom Cookin'」ブランドで1店舗を出店し、

計158店舗になりました。フランチャイズ店の増減は無く、計23店舗となっております。その結果、当第３四

半期末の店舗数は181店舗となりました。また、直営店3店舗で改装を実施しております。

販売面では、9月からの秋商戦は残暑が長引き、既存店の売上高は苦戦しました。その中で直輸入商品と共

同開発（OEM）商品の売上は拡大し、粗利益率の改善に大きく貢献しております。また、単品管理強化の方針

の元、JANコードとWebを活用した、新しい受発注システムへの移行準備を進めております。

これらの結果、当第３四半期会計期間の売上高は3,150百万円（前年同期比4.1％減）となりました。利益

面では粗利益率の改善は一段と進んでおりますが売上高の減少が大きく、営業利益は58百万円（前年同期

比49.3％減）、経常利益は39百万円（前年同期比62.7％減）、四半期純利益は4百万円（前年同期比90.9％

減）となりました。

　
（２）財政状態の分析

①資産

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて379百万円増加し、6,536百万円となりまし

た。

流動資産は、前事業年度末に比べて355百万円増加し、3,511百万円となりました。これは、主に商品が359

百万円増加したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて23百万円増加し、3,025百万円となりました。これは、主に無形固定資

産が20百万円増加したこと等によるものであります。
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②負債

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて338百万円増加し、4,977百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末と比べて16百万円増加し、3,576百万円となりました。これは、主に１年内返済

予定の長期借入金が170百万円減少したものの、短期借入金が144百万円、賞与引当金が65百万円それぞれ増

加したこと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末と比べて321百万円増加し、1,401百万円となりました。これは、長期借入金が26

百万円、リース債務が25百万円それぞれ減少したものの、社債が251百万円、資産除去債務が163百万円増加

したこと等によるものであります。

　

③純資産

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ40百万円増加し1,558百万円となりました。こ

れは、配当が50百万円あったものの、四半期純利益を92百万円計上したことにより、利益剰余金が41百万円

増加したこと等によるものであります。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前四半期会計期間末

に比べ274百万円減少し、596百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は、555百万円であり、前年同四半期に使用した金額292百万円に比べ、収入

が263百万円減少しました。

収入の主な内訳は、税引前四半期純利益19百万円、減価償却費65百万円、賞与引当金の増加66百万円等で

あり、支出の主なものは売上債権の増加104百万円、たな卸資産の増加443百万円、法人税等の支払額138百万

円等であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により得られた資金は１百万円であり、前年同四半期に得られた金額42百万円に比べ、収入が40

百万円減少しました。

収入の主な内訳は敷金及び保証金の返還による収入59百万円であり、支出の主な内訳は有形固定資産の

取得38百万円、敷金及び保証金の差入18百万円等であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は280百万円であり、前年同四半期に得られた金額102百万円に比べ、収入が

177百万円増加しました。

収入の主な内訳は、短期借入金の増加384百万円、社債の発行195百万円であり、支出の主な内訳は、長期借

入金の返済135百万円、社債の償還177百万円等であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2) 設備の新設、除却等の計画

　① 第２四半期会計期間末(平成23年８月31日)現在において、実施中または計画中であった設備の新設、重

要な拡充等のうち、当第３四半期会計期間に完成したのは次のとおりであります。

事業所名
（所在地）

区分 完成年月日 売場面積(㎡) 建物
(千円)

器具備品
(千円)

投下資本合計
(千円)

ひたちなかファッションクルーズ店

（茨城県ひたちなか市）
新店 平成23年９月１日 (134.58) ─ 920 920

横須賀ダイエー店
（神奈川県横須賀市）

新店 平成23年９月１日 (127.91)156 1,401 1,558

つくばイーアス店
（茨城県つくば市）

新店 平成23年11月１日 (213.69)5,288 4,024 9,312

湘南テラスモール店
（神奈川県藤沢市）

新店 平成23年11月10日 (185.82)9,731 3,514 13,245

ゆめタウン徳島店
（徳島県板野郡藍住町）

新店 平成23年11月22日 (134.84)7,394 3,855 11,249

Fam Mom Cookin'倉敷アリオ店
（岡山県倉敷市）

新店 平成23年11月23日 (128.33)9,783 2,829 12,613

倉敷イオンモール店
（岡山県倉敷市）

改装 平成23年９月９日 (―) 7,814 641 8,455

高岡イオンモール店
（富山県高岡市）

改装 平成23年10月28日 (―) 11,246 2,003 13,249

熊本イオンモール店
（熊本県上益城郡嘉島町）

改装 平成23年11月18日 (―) 8,409 2,111 10,521

合　　　　計 ─ ─ (925.17)59,82521,302 81,127

(注) １　売場面積欄の(　)は、賃借物件であります。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

　② 当第３四半期会計期間に新たに確定した設備の新設、重要な拡充等の計画は次のとおりであります。

事業所名(所在地) 区分

増加売

場面積

(㎡)

必要性
予算金額
(千円)

既支払金額
(千円)

今後の所要
資金
(千円)

着工予定年月完成予定年月

横浜トレッサ店
（横浜市港北区）

新店 (165)
地域需要に
応えるため

16,0006,00010,000平成23年11月平成23年12月

松本アリオ店
(長野県松本市）

新店 (201)〃 10,0006,1403,860平成23年11月平成23年12月

札幌アリオ店
（札幌市東区）

改装 （―） 〃 5,000 ― 5,000平成24年１月平成24年２月

合計
―

(366)― 31,00012,14018,860― ―

(注) １　予算金額、既支払金額、今後の所要資金には敷金及び保証金を含めております。

     ２　今後の所要資金　18,860千円については、自己資金により賄う予定であります。

   　３　増加売場面積の（　）は賃借物件であります。

　 　４　上記の金額には消費税等は含んでおりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成23年11月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年１月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 5,270,000 5,270,000
大 阪 証 券 取 引 所
JASDAQ（スタンダー
ド）

単元株式数は100株で
あります。

計 5,270,000 5,270,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成23年11月30日 ― 5,270,000 ― 369,266 ― 292,300

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①　【発行済株式】

平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 218,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,049,900 50,499 －

単元未満株式 普通株式 1,200 － －

発行済株式総数 　 5,270,000 － －

総株主の議決権 　 － 50,499 －

（注）１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権40個）が含

まれております。

　　　２　単元未満株式には自己株式33株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成23年８月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社パスポート
東京都品川区西五
反田７－22－17

218,900 － 218,900 4.15

計 － 218,900 － 218,900 4.15

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年３
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 258 223 217 226 251 256 255 275 269

最低(円) 140 190 202 208 216 224 233 245 238

(注)　最高・最低株価高は、大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び前第３四半期累計期

間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四

半期会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成23年３月

１日から平成23年11月30日まで）は改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年９月１日

から平成22年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）

に係る四半期財務諸表について、また、当第３四半期会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日ま

で）及び当第３四半期累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 596,439 848,134

受取手形及び売掛金 844,251 585,832

商品 1,851,565 1,492,003

未着商品 46,712 －

その他 172,303 229,566

流動資産合計 3,511,273 3,155,537

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 628,270 619,024

工具、器具及び備品（純額） 308,594 329,723

その他 15,554 18,011

有形固定資産合計 ※
 952,418

※
 966,758

無形固定資産 58,938 38,258

投資その他の資産

破産更生債権等 8,861 22,559

敷金及び保証金 1,810,677 1,830,274

その他 203,019 159,837

貸倒引当金 △8,861 △16,328

投資その他の資産合計 2,013,696 1,996,342

固定資産合計 3,025,053 3,001,360

資産合計 6,536,326 6,156,897

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,780,834 1,746,670

1年内償還予定の社債 374,000 344,000

短期借入金 480,000 335,100

1年内返済予定の長期借入金 199,869 370,304

リース債務 33,603 33,240

未払法人税等 43,798 209,248

賞与引当金 131,920 66,100

その他 532,263 454,710

流動負債合計 3,576,289 3,559,373

固定負債

社債 635,000 384,000

長期借入金 252,450 279,138

リース債務 89,097 114,345

退職給付引当金 212,874 194,030

資産除去債務 163,180 －

その他 49,033 108,476

固定負債合計 1,401,635 1,079,990

負債合計 4,977,924 4,639,363
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 369,266 369,266

資本剰余金 292,300 292,300

利益剰余金 955,682 913,754

自己株式 △60,538 △60,538

株主資本合計 1,556,709 1,514,782

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,691 2,751

評価・換算差額等合計 1,691 2,751

純資産合計 1,558,401 1,517,533

負債純資産合計 6,536,326 6,156,897
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 10,075,756 10,069,259

売上原価 5,045,885 4,894,203

売上総利益 5,029,870 5,175,056

販売費及び一般管理費 ※1
 4,645,263

※1
 4,759,944

営業利益 384,606 415,111

営業外収益

受取利息 291 211

受取配当金 199 185

為替差益 2,863 －

破損商品等弁償金 2,923 1,513

雑収入 2,444 1,140

営業外収益合計 8,722 3,051

営業外費用

支払利息 35,669 27,364

社債発行費 3,919 14,357

支払手数料 3,987 6,647

為替差損 － 3,733

雑損失 3,032 1,929

営業外費用合計 46,608 54,032

経常利益 346,721 364,130

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 7,467

特別利益合計 － 7,467

特別損失

固定資産除却損 4,689 29,561

店舗閉鎖損失 13,318 17,775

減損損失 ※2
 8,543

※2
 2,464

リース解約損 4,185 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 133,606

特別損失合計 30,736 183,407

税引前四半期純利益 315,984 188,189

法人税、住民税及び事業税 190,280 164,700

法人税等調整額 △40,044 △68,948

法人税等合計 150,235 95,751

四半期純利益 165,748 92,437
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 3,283,287 3,150,131

売上原価 1,589,055 1,481,516

売上総利益 1,694,232 1,668,614

販売費及び一般管理費 ※1
 1,579,361

※1
 1,610,382

営業利益 114,870 58,232

営業外収益

受取利息 8 20

受取配当金 3 3

為替差益 5,222 －

破損商品等弁償金 879 850

雑収入 320 156

営業外収益合計 6,434 1,029

営業外費用

支払利息 11,334 8,389

社債発行費 1,909 4,469

支払手数料 1,987 1,907

為替差損 － 4,575

雑損失 166 394

営業外費用合計 15,397 19,735

経常利益 105,908 39,527

特別損失

固定資産除却損 2,564 13,247

店舗閉鎖損失 8,606 7,085

減損損失 ※2
 1,016 －

特別損失合計 12,187 20,332

税引前四半期純利益 93,720 19,194

法人税、住民税及び事業税 77,250 40,200

法人税等調整額 △31,698 △25,402

法人税等合計 45,551 14,797

四半期純利益 48,168 4,396
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 315,984 188,189

減価償却費 188,927 192,008

減損損失 8,543 2,464

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,816 △7,467

賞与引当金の増減額（△は減少） 95,900 65,820

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,200 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,611 18,844

受取利息及び受取配当金 △490 △397

支払利息 35,669 27,364

社債発行費 3,919 14,357

店舗閉鎖損失 13,318 17,775

固定資産除却損 4,689 29,561

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 133,606

売上債権の増減額（△は増加） △169,973 △258,419

たな卸資産の増減額（△は増加） △321,638 △406,275

仕入債務の増減額（△は減少） 215,494 34,164

その他 △91,280 42,798

小計 320,291 94,395

利息及び配当金の受取額 490 397

利息の支払額 △38,492 △28,634

法人税等の支払額 △177,675 △324,060

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,614 △257,902

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △84,921 △110,718

有形固定資産の売却による収入 － 4,710

営業譲受による支出 △16,449 －

敷金及び保証金の差入による支出 △26,824 △66,873

敷金及び保証金の回収による収入 170,448 165,694

その他 △24,415 △37,284

投資活動によるキャッシュ・フロー 17,837 △44,470

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 90,000 144,900

長期借入れによる収入 290,000 150,000

社債の発行による収入 195,885 634,925

長期借入金の返済による支出 △228,703 △347,123

社債の償還による支出 △427,000 △369,000

リース債務の返済による支出 △22,448 △24,885

割賦債務の返済による支出 △122,379 △88,013

自己株式の取得による支出 △170 －

配当金の支払額 △30,078 △50,125

財務活動によるキャッシュ・フロー △254,895 50,678

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132,444 △251,695

現金及び現金同等物の期首残高 800,002 848,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 667,557

※
 596,439
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

該当事項はありません。

　
【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

（会計処理基準に関する事項の変更）

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び
「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお
ります。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業利益及び経常利益は13,733千円減少し、税引前四半期純利益は133,321
千円減少しております。

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は160,972千円であります。
　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

（たな卸資産の評価方法）

　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸高を基
礎として合理的な方法により算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第３四半期会計期間末

(平成23年11月30日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計
額

2,596,448千円

　

※　有形固定資産の減価償却累計
額

2,532,922千円
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 1,506,521千円

賞与引当金繰入額 141,600千円

貸倒引当金繰入額 12,816千円

退職給付費用 28,029千円

地代家賃 1,770,248千円

減価償却費 188,927千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 1,568,199千円

賞与引当金繰入額 131,920千円

退職給付費用 23,443千円

地代家賃 1,754,268千円

減価償却費 192,008千円

 

※２　減損損失　　　　

当第３四半期累計期間において、当社は以下のグ

ループについて、減損損失を計上いたしました。　

　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　２店舗
（茨城県・埼玉
県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

7,526

　１店舗
（大阪府）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

1,016

　 計 　 8,543

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 7,157千円

工具、器具及び備品 1,385

　 　

　 　

※２　減損損失　　　　

当第３四半期累計期間において、当社は以下のグ

ループについて、減損損失を計上いたしました。　

　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　１店舗
（福岡県）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

2,464

　 計 　 2,464

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 1,991千円

工具、器具及び備品 472
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第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間

(自　平成22年９月１日

　至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間

(自　平成23年９月１日

　至　平成23年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 508,222千円

賞与引当金繰入額 76,300千円

退職給付費用 7,265千円

地代家賃 588,638千円

減価償却費 68,069千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売費の主なもの

給料及び手当 522,211千円

賞与引当金繰入額 66,680千円

退職給付費用 7,384千円

地代家賃 574,102千円

減価償却費 65,937千円

 

※２　減損損失　　　　

当第３四半期会計期間において、当社は以下のグ

ループについて、減損損失を計上いたしました。　

　　　　

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

　１店舗
（大阪府）

店舗設備
建物並びに
工具、器具
及び備品

1,016

　 計 　 1,016

　

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として

店舗を基本単位とし、保養所等は物件単位毎にグルー

ピングしております。

店舗については、営業活動による収益が継続して損失

となる店舗を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、店舗に係る回収可能価額は使用価値により算定

しており、上記の店舗について将来キャッシュ・フ

ローに基づく使用価値がマイナスであるため、回収可

能価額は零として評価しております。

その内訳は次のとおりであります。

 

建物 849千円

工具、器具及び備品 167
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年11月30日現在)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年11月30日現在)

 

現金及び預金勘定 667,557千円

現金及び現金同等物 667,557千円

　

現金及び預金勘定 596,439千円

現金及び現金同等物 596,439千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末（平成23年11月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成

23年11月30日）

　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

会計期間末

（株）

　普通株式 5,270,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

会計期間末

（株）

　普通株式 218,933

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 50,510 10平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

　

(2)　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間末におけるリース取引残高

は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　
(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動が認められ

ません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動はありませ

ん。

　

(デリバティブ取引関係)

当四半期会計期間においては、デリバティブ取引の契約等は行っておりませんので、該当事項はありま

せん。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、インテリア雑貨販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

EDINET提出書類

株式会社パスポート(E03301)

四半期報告書

22/29



　

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　

当第３四半期会計期間末

(平成23年11月30日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

　

１株当たり純資産額 308円53銭

　

　

１株当たり純資産額 300円44銭

　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期会計期間末

(平成23年11月30日)

前事業年度末

(平成23年２月28日)

純資産の部の合計額（千円） 1,558,401 1,517,533

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る純資産額（千円） 1,558,401 1,517,533

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（千株）

5,051 5,051
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２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間

(自　平成22年３月１日

　至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

 

１株当たり四半期純利益金額 32円81銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 18円30銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。　

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目

前第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間

(自　平成23年３月１日

　至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 165,748 92,437

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 165,748 92,437

　普通株式の期中平均株式数（千株） 5,051 5,051

　 　 　

第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間

(自　平成22年９月１日

　至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間

(自　平成23年９月１日

　至　平成23年11月30日)

 

１株当たり四半期純利益金額 9円54銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 0円87銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。　

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間

(自　平成23年９月１日

　至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 48,168 4,396

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 48,168 4,396

　普通株式の期中平均株式数（千株） 5,051 5,051
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(重要な後発事象)

　

当第３四半期会計期間

(自　平成23年９月１日

　至　平成23年11月30日)

　　　法人税の税率等の変更について

　　平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正

　する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な

　財源の確保に関する特別措置法」（平成23年法律117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業

　年度から法人税率が変更されることとなりました。

　　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率は、従来の40.69％から38.01％、

　復興特別法人税適用期間終了後は、35.64％に変更されます。

　　この変更により、当第３四半期会計期間末における一時差異等を基礎として再計算した場合、固定資産

　の繰延税金資産が17,732千円減少し、その他有価証券評価差額金が144千円、法人税等調整額（借方）が

17,876千円増加いたします。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年１月11日
　

株式会社  パ  ス  ポ  ー  ト

取    締    役    会  御中
　

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    村    孝    郎    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    井    武    志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パスポートの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間(平

成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パスポートの平成23年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成24年１月10日
　

株式会社  パ  ス  ポ  ー  ト

取    締    役    会  御中
　

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    村    孝    郎    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    井    武    志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パスポートの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間(平

成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パスポートの平成23年11月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
追記情報

「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四

半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を

適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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